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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第137期

第３四半期連結
累計期間

第138期
第３四半期連結
累計期間

第137期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 6,545,3034,195,1948,413,562

経常利益（千円） 198,750 19,106 252,836

四半期（当期）純利益（千円） 331,084 7,144 369,530

四半期包括利益又は包括利益（千円） 208,209△29,914 312,478

純資産額（千円） 3,468,9143,543,2683,573,182

総資産額（千円） 8,484,9348,025,2368,638,589

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 34.89 0.75 38.95

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 40.9 44.2 41.4

　

回次
第137期

第３四半期連結
会計期間

第138期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（円） 11.85 △1.46

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　　　　ておりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

　　　　　ておりません。

　　　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。　　　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

      当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）の経済情勢は、海外経済では米国は

住宅投資や雇用に回復の兆しが見えましたものの、欧州経済は長期化する債務問題により景気低迷が継続、また、こ

れまで世界経済を牽引してきた中国やインドにおきましても成長率が鈍化しております。

      一方、国内経済は、震災復興需要により一部に景気回復の兆しがみられましたものの、長期的なデフレや円高に加

え、雇用情勢・個人消費の低迷が継続しており、先行き不透明な状況で推移いたしました。

    このような中で、当社及び当社グループは、引き続き受注・売上確保のために積極的な営業活動の展開、ＣＳ（顧

客満足）を追求した製品・サービスの品質向上を図り、他方、予算管理の徹底、製造コストをはじめとするコストな

らびに経費削減に取り組み、業績向上に鋭意努めてまいりました。当期は、当社の第３次中期経営計画の最終年に当

たり、この計画の総仕上げの年と位置づけ、経営改善諸施策を強力に推進しており、これらの諸施策の効果が着実に

黒字基調へと繋がってまいりました。

      このような状況下、当社グループの連結売上高は、当社の大型プラントの工事進行基準による売上などがありま

したが、4,195百万円（前年同期比35.9％減）となりました。ちなみに、前年同期の売上高には、特需として飼料会社

等の震災復興工事に係る多額の売上が含まれております。

      また、損益面に関しましては、一部の連結子会社の業績低下はありましたが、営業利益36百万円（前年同期比

74.8％減）、経常利益19百万円（前年同期比90.4％減）、四半期純利益７百万円（前年同期比97.8％減）と少額な

がらも確実に利益を創出できました。

　　　セグメント別の状況は以下のとおりであります。

　　〔産業機械関連事業〕

　　　製粉業界は、平成24年４月には輸入小麦の政府売渡価格が平均15％引下げられ、10月に同３％引き上げられたことか

ら、各製粉会社は７月と12月に業務用小麦粉の価格改定を行っております。また、副製品のふすまの価格は堅調に推

移いたしました。

　　　このような中、国内の小麦粉消費の低迷や諸費用等の増加、販売競争激化や消費者の低価格志向などにより、厳しい

事業環境下で推移した模様であります。なお、大手製粉会社では、将来に向けたコスト競争力強化のため、最新鋭の

製粉工場を建設中であります。

　　　一方、飼料業界では、米国の干ばつによるトウモロコシや大豆などの不作により、主原料の穀物価格が急騰しており

ます。一方で、消費者の低価格志向が一層鮮明になる環境から、原料価格の上昇分を販売価格に十分に反映すること

ができない状況で、さらに東日本大震災の影響も残る中、依然厳しい事業環境にありました。

　　　このような状況のもと、売上高につきましては、牛用配合飼料設備拡充工事、製品タンク増設工事などの各種飼料設

備工事のほか、その他主力製品のロール機、ピューリファイヤー、シフター、精選諸機械などに、連結子会社株式会社

東京製粉機製作所の売上が加わり、売上高は4,160百万円（前年同期比36.0％減）となりました。損益面に関しまし

ては、大型プラントをはじめとする予算管理の徹底や経費削減に努めましたが、一部の子会社の業績低迷があり、営

業利益は８百万円（前年同期比92.4％減）となりました。

　〔不動産関連事業〕

　　　当社は本社ビルの賃貸を行っており、売上高35百万円（前年同期比15.0％減）、営業利益27百万円（前年同期比

15.6％減）となりました。

　　 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた問題はありません。

 

(3) 研究開発活動　

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、１百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

②【発行済株式】　

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年３月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,502,636 9,502,636
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は

100株であります。

計 9,502,636 9,502,636 － －

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 9,502,636 － 4,651,112 － －

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】　

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    14,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,484,000 94,840 －

単元未満株式 普通株式     4,436 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 9,502,636 － －

総株主の議決権 － 94,840 －

　

　　　　　②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

明治機械株式会社
東京都千代田区神田

多町二丁目２番地22
14,200 － 14,200 0.15

計 － 14,200 － 14,200 0.15

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人元和による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,835,916 1,810,141

受取手形及び売掛金 ※2
 1,622,984

※2
 1,200,509

商品及び製品 302,825 294,758

仕掛品 1,267,345 1,195,862

原材料及び貯蔵品 81,909 100,293

その他 135,912 100,783

貸倒引当金 △36,940 △36,639

流動資産合計 5,209,953 4,665,710

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 379,528 360,072

機械装置及び運搬具（純額） 241,250 231,004

土地 1,500,619 1,500,619

その他（純額） 52,674 55,455

有形固定資産合計 2,174,074 2,147,152

無形固定資産

のれん 4,975 －

その他 49,837 51,381

無形固定資産合計 54,812 51,381

投資その他の資産

投資有価証券 1,128,657 1,083,774

その他 133,507 139,396

貸倒引当金 △62,416 △62,178

投資その他の資産合計 1,199,748 1,160,991

固定資産合計 3,428,635 3,359,525

資産合計 8,638,589 8,025,236

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 2,174,968

※2
 1,575,689

短期借入金 ※1
 932,314

※1
 919,634

未払法人税等 1,017 16,365

前受金 312,697 188,015

賞与引当金 17,709 10,864

工事損失引当金 1,909 4,478

その他 101,206 ※2
 144,926

流動負債合計 3,541,821 2,859,972

固定負債

社債 － 80,000
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

長期借入金 1,094,178 1,076,770

退職給付引当金 163,374 184,195

資産除去債務 19,698 19,698

その他 246,333 261,330

固定負債合計 1,523,585 1,621,994

負債合計 5,065,406 4,481,967

純資産の部

株主資本

資本金 4,651,112 4,651,112

利益剰余金 △1,010,428 △1,003,284

自己株式 △8,941 △8,941

株主資本合計 3,631,742 3,638,886

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △7,886 △44,208

為替換算調整勘定 △50,673 △51,408

その他の包括利益累計額合計 △58,559 △95,617

純資産合計 3,573,182 3,543,268

負債純資産合計 8,638,589 8,025,236
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 6,545,303 4,195,194

売上原価 5,541,764 3,430,607

売上総利益 1,003,539 764,586

販売費及び一般管理費 860,296 728,529

営業利益 143,242 36,057

営業外収益

受取利息 161 131

受取配当金 13,650 10,799

持分法による投資利益 77,460 －

その他 23,744 13,848

営業外収益合計 115,016 24,779

営業外費用

支払利息 49,980 29,187

持分法による投資損失 － 8,561

為替差損 838 －

その他 8,689 3,981

営業外費用合計 59,508 41,730

経常利益 198,750 19,106

特別利益

固定資産売却益 234 3,400

投資有価証券売却益 122,937 －

特別利益合計 123,172 3,400

特別損失

固定資産除却損 0 900

特別損失合計 0 900

税金等調整前四半期純利益 321,922 21,606

法人税、住民税及び事業税 26,881 16,352

法人税等調整額 △31,901 △1,890

法人税等合計 △5,019 14,462

少数株主損益調整前四半期純利益 326,941 7,144

少数株主損失（△） △4,142 －

四半期純利益 331,084 7,144
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 326,941 7,144

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △113,860 △36,322

為替換算調整勘定 △3,966 △735

持分法適用会社に対する持分相当額 △905 －

その他の包括利益合計 △118,732 △37,058

四半期包括利益 208,209 △29,914

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 210,677 △29,914

少数株主に係る四半期包括利益 △2,468 －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

（減価償却方法の変更）

  国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形

固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

　これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　財務制限条項 

　　　以下の借入金には財務制限条項が付されており、財務制限条項に抵触した場合には全部または一部の期限前弁済を

行うことになります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

短期借入金 120,000千円 30,000千円

①連結子会社株式会社東京製粉機製作所の貸借対照表の純資産の部の金額が前年度末の貸借対照表の純資産

の部の金額の80％を下回らないこと。

②同社の平成21年１月期以降の損益計算書上の営業利益につき、２期連続して損失を計上しないこと。

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計

期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 24,160千円 273千円

支払手形 320,609  181,902

設備関係支払手形（流動負債その他） －  29

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。 　

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 102,739千円 63,829千円

のれんの償却額 6,199 4,975

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　当社は、平成23年６月29日開催の定時株主総会における資本金の額及び資本準備金の額の減少並びに剰余金

の処分の承認決議に基づき、平成23年８月15日付で、第２四半期連結会計期間において、資本金を1,233,027千

円減少しその他資本剰余金に振り替え、資本準備金を1,730,602千円の全額を減少しその他資本剰余金に振り

替え、資本金及び資本準備金の減少の効力が生じた後のその他資本剰余金3,582,451千円全額を減少し繰越利

益剰余金に振り替え、これを欠損填補に充当いたしました。 

　これにより、当第３四半期連結会計期間末において、資本金は4,651,112千円、資本準備金及びその他資本剰余

金は０円となっております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

  該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント　 　 四半期連結

 

 　  調整額 損益計算書

産業機械 不動産 計 （千円） 計上額

関連事業 関連事業  （注）１ （千円）

（千円） （千円） （千円） 　 （注）２

 売上高      

　 外部顧客への売上高 6,504,118 41,184 6,545,303 － 6,545,303

　 セグメント間の内部
－ 900 900 △900 －

　 売上高又は振替高

計 6,504,118 42,084 6,546,203 △900 6,545,303

 セグメント利益 113,457 32,544 146,001 △2,758 143,242

　　　　 （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント　 　 四半期連結

　

　 　 　 調整額 損益計算書

産業機械 不動産 計 （千円） 計上額

関連事業 関連事業 　 　 （千円）

（千円） （千円） （千円） 　 （注）

売上高 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 4,160,172 35,021 4,195,194 － 4,195,194

　 セグメント間の内部
－ 857 857 △857 －

　 売上高又は振替高

計 4,160,172 35,878 4,196,051 △857 4,195,194

セグメント利益 8,582 27,475 36,057 － 36,057　

　　　　 （注）　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致としております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 34円89銭     75銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 331,084 7,144

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 331,084 7,144

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,488 9,488

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　　　　　　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。  　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年３月14日

明治機械株式会社

取締役会　御中

監査法人元和

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 塩野　治夫　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山野井　俊明　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている明治機械株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、明治機械株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。　

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　
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